
（別紙４）

～ 2026年3月27日

（対象者数） 72 （回答者数） 58

～ 2026年3月18日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2026年3月18日

（対象数） 71 （回答数） 54

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・地域において医療機関同士の連携を図っている。

2

・粗暴な言動が家庭や学校で目立つ場合、こども課、児童相

談所との連携や入院機能を併せ持つ専門病院との連携に取り

組んでいる。

3

・こども家庭センターから、若者支援へのつながりを模索し

ている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

外来診療、外来訓練対象児と家庭環境から福祉領域で支援の

必要なこどもなど、優先順位を行政含め考えていく。

2

一覧表を作成し、見落としがないように心掛ける。

3

リーフレットを活用していく。

・連携に伴う負担：

・モニタリング会議の際には、訪問記録を基に問題と課題の

推移がわかる資料を毎回作成している。また、個別支援計画

により、充実した個別支援体制ができるように努力する。

モニタリングごとに個別支援計画を見直す。

・訪問支援事業の周知活動が必要：

・訪問支援事業の理解が進んでいるが、担当者の移動なども

あり引き続き医療、教育、福祉領域に周知していく。

事業内容を訪問支援の目的、内容、重要性などわかりやすく

簡潔により具体的に記したリーフレットを教育関係者向けに

作成した。

・発達に心配のある子どもに対し、医療機関の療育に並行し

訪問支援を行っている。

・地域に根差した包括的な取り組みができる。

・家族支援を配慮し、こども家庭センターと連携した支援が

行えるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・利用希望者に対応ができにくい状況：

・当センター外の相談支援事業者を介しての利用希望者数に

対し、訪問支援員は２名体制であり対応が難しい状況にあ

る。

・こどもの様子から、ピンポイントに必要なリハビリ担当者

の同行訪問を行った。関わり方や注意すべき点が明確になり

良かったが、外来業務とのバランスを考える必要がある。

・今後、訪問支援員の増員を検討している。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・諏訪圏域内では唯一医療機関併設の保育所等訪問支援事業

所である。そのため、医療と教育、福祉の連携が取りやす

い。

・医療領域で療育の経験のある訪問支援員が、こどもを観察

し助言をしている。

・保護者の同意のもと、主治医並びに療育担当者（PT・

OT・ST・CP等）と情報共有し、必要に応じ地域の子ども

課・福祉課等と連携し長期的に支援が行えるように取り組ん

でいる。

・ライフステージにそった医療領域に加えインクルーシブの

理念を生かし子どもの生活する場所での発達支援が行える。

・乳幼児期、学童期、青年期にわたり、子どもの特性を配慮

した環境調整や関わりにより、二次障害の予防を意識して取

り組んでいる。

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年　12月1日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3月27日

○従業者評価実施期間 2025年3月18日

○事業所名 保育所等訪問支援事業所 信濃医療福祉センター　　

○保護者評価実施期間 2025年12月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



ご意見を踏まえた対応

現状では他の福祉サービス
の利用は必要ないと判断し
た。

非
常
時
等

の
対
応

不登校状態の場合は、負担
をかけない訪問を実施する。

事業者名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ
わからな
い

公表 保護者からの事業所評価の集計結果

公表日　　2026年 3月31日

利用児童数　9名　　2026年３月　回収数　8

保育所等訪問支援事業所信濃医療福祉センター

高等学校

面接室等が整えられていますか。

8

ご意見

環
境
・
体
制
整
備

1 8

2

訪問支援の頻度など、相談の上決定されていま
すか。

3

事業の目的が適切に説明されていると思います
か。

8

こどもと保護者のニーズや課題が、支援計画に
反映されていると思いますか。

8適
切
な
支
援
の
提
供

4

5
個別支援計画には、訪問先施設や担任等の意
向が盛り込まれていると思いますか。

8

6
支援計画に沿った支援が、行われていると思い
ますか。

8

7
「支援計画」を示しながら、支援内容の説明がな
されましたか。

8

8
必要なときにこどもの健康や発達の状況、課題
について共通理解が、できていると思いますか。

8

9
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支
援が行われていますか。

8

事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に
応じ、必要な助言と支援が行われていると思い
ますか。

811

10
こどもや家族からの相談に対して、利用できる福
祉サービス機関など助言や提案がありますか。

6 1 1

訪問支援の実施後、保護者に対して報告がされ
ていますか。

8

12
保育所等訪問支援の際に、訪問先施設と子ども
の様子について話し合われていると思われます
か。

8

訪問支援では、緊急時に訪問先施設と連携し、
安全確保の対応できるようにしていると思います
か。

7

14
個人情報の取扱いに十分に留意されていると思
いますか。

8

保
護
者
へ
の
説
明
等

1

13

17 訪問支援事業に満足していますか。 8

満
足
度

16 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。 7 1

15



保育所等訪問支援事業所　　信濃医療福祉センター

ご意見を踏まえた対応

学校の先生方の意向を確認
しながら、個別支援計画を
見直していきます。

その時々の状況が確認
できるように面談をして行き
たいと思います。

必要が出てきたら話をして
いく。

非
常
時
等

の
対
応

事業所名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ
わからな
い

公表 保護者からの事業所評価の集計結果

公表日　　2026年 3月 31日

利用児童数　 38　　2026年　3月18日 　　回収数　　３２

小学校

事業の目的が適切に説明されていると思います
か。

32

ご意見

環
境
・
体
制
整
備

1 面接室等が整えられていますか。 27 1 4

2

個別支援計画には、訪問先施設や担任等の意
向が盛り込まれていると思いますか。

31 1

適
切
な
支
援
の
提
供

4
こどもと保護者のニーズや課題が、支援計画に
反映されていると思いますか。

32

5

3
訪問支援の頻度など、相談の上決定されていま
すか。

31 1

必要なときにこどもの健康や発達の状況、課題
について共通理解が、できていると思います
か。

31 1

保
護
者
へ
の
説
明
等

7
「支援計画」を示しながら、支援内容の説明がな
されましたか。

32

8

6
支援計画に沿った支援が、行われていると思い
ますか。

32

・学校と保護者とともにその助言に
沿って対応できるのでありがたいで
す。

10
こどもや家族からの相談に対して、利用できる
福祉サービス機関など助言や提案があります
か。

29 3

9
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支
援が行われていますか。

32

・助言に応じた個別支援計画が立
てられていて実行されていると思い
ます。

12
保育所等訪問支援の際に、訪問先施設と子ど
もの様子について話し合われていると思われま
すか。

32

・訪問が行われると連絡帳を通じて
話合われたことなど知らせてもらっ
ています。

11
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に
応じ、必要な助言と支援が行われていると思い
ますか。

32

14
個人情報の取扱いに十分に留意されていると
思いますか。

29 1

13
訪問支援の実施後、保護者に対して報告がさ
れていますか。

32

訪問支援事業に満足していますか。 32

・とても満足しています。これからも
継続したいです。　　　　　　　　・セン
ターに入っていただいてから、本人
も学校で過ごしやすくなりました。
・いつも細かい所までよく見ていた
だきありがとうございます。

満
足
度

16 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。 32

・来ていただくととてもうれしそうにし
ているしていると先生方から伺って
います。

17

15
訪問支援では、緊急時に訪問先施設と連携し、
安全確保の対応できるようにしていると思います
か。

27 1 4



ご意見を踏まえた対応

保護者・担任からの意見を取り入
れ計画の見直しを実施します。

非
常
時
等

の
対
応

反抗期の状態を考慮し、支障
のない訪問を心掛けます。

支援事業の目的を随時明らかに
し訪問を行いメールなど活用し報
告します。

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない

公表 保護者からの事業所評価の集計結果

事業者名

公表日　　2026年3月31日

利用児童数20名   2026年3月17日　回収数14

中学校

保育所等訪問支援事業所　　信濃医療福祉センター

事業の目的が適切に説明されていると
思いますか。

14

ご意見

環
境
・
体
制
整
備

1 面接室等が整えられていますか。 14

2

個別支援計画には、訪問先施設や担任
等の意向が盛り込まれていると思います
か。

14

適
切
な
支
援
の
提
供

4
こどもと保護者のニーズや課題が、支援
計画に反映されていると思いますか。

13 1

5

3
訪問支援の頻度など、相談の上決定さ
れていますか。

14

必要なときにこどもの健康や発達の状
況、課題について共通理解が、できてい
ると思いますか。

14

保
護
者
へ
の
説
明
等

7
「支援計画」を示しながら、支援内容の説
明がなされましたか。

14

8

6
支援計画に沿った支援が、行われてい
ると思いますか。

14

10
こどもや家族からの相談に対して、利用
できる福祉サービス機関など助言や提案
がありますか。

13 1

9
定期的に、面談や子育てに関する助言
等の支援が行われていますか。

14

12
保育所等訪問支援の際に、訪問先施設
と子どもの様子について話し合われてい
ると思われますか。

14

11
事業所は、訪問先施設からの相談等に
適切に応じ、必要な助言と支援が行われ
ていると思いますか。

14

14
個人情報の取扱いに十分に留意されて
いると思いますか。

14

13
訪問支援の実施後、保護者に対して報
告がされていますか。

14

訪問支援事業に満足していますか。 13 1

満
足
度

16
こどもは訪問支援を嫌がっていません
か。

12 2

17

15
訪問支援では、緊急時に訪問先施設と
連携し、安全確保の対応できるようにし
ていると思いますか。

13 1



保育所等訪問支援事業所　信濃医療福祉センター

公表日　2026年３月３１日

ご意見を踏まえた対応

非
常
時
等

の
対
応

事業者名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ
わから
ない

公表 保護者からの事業所評価の集計結果

利用児童数　　3  2026年3月18日　 　回収数　　2保育園・幼稚園

事業の目的が適切に説明されていると思います
か。

2

ご意見

環
境
・
体
制
整
備

1 面接室等が整えられていますか。 2

2

個別支援計画には、訪問先施設や担任等の意
向が盛り込まれていると思いますか。

2

適
切
な
支
援
の
提
供

4
こどもと保護者のニーズや課題が、支援計画に
反映されていると思いますか。

2

5

3
訪問支援の頻度など、相談の上決定されていま
すか。

2

必要なときにこどもの健康や発達の状況、課題
について共通理解が、できていると思います
か。

2

保
護
者
へ
の
説
明
等

7
「支援計画」を示しながら、支援内容の説明がな
されましたか。

2

8

6
支援計画に沿った支援が、行われていると思い
ますか。

2

10
こどもや家族からの相談に対して、利用できる
福祉サービス機関など助言や提案があります
か。

2

9
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支
援が行われていますか。

2

12
保育所等訪問支援の際に、訪問先施設と子ど
もの様子について話し合われていると思われま
すか。

2

11
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に
応じ、必要な助言と支援が行われていると思い
ますか。

2

14
個人情報の取扱いに十分に留意されていると
思いますか。

2

13
訪問支援の実施後、保護者に対して報告がさ
れていますか。

2

訪問支援事業に満足していますか。 2

満
足
度

16 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。 2

17

15
訪問支援では、緊急時に訪問先施設と連携し、
安全確保の対応できるようにしていると思いま
すか。

2



ご意見を踏まえた対応

引き続き、授業内容に支障のないよ
うに訪問日時を設定して行く。

速やかに情報伝達できる手段と
して携帯メールの利用が出来助
かりました。

ZOOM会議など今後も活用し
タイムリーな連携を心がけます。

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ

公表 訪問先施設からの事業所評価の集計結果

事業所名 保育所等訪問支援事業所　　信濃医療福祉センター

高等学校 公表日　　2026年 3月31日

利用児童数　9人　2026年 3月 27日　　回収数　7

メールでその時々の様子を伝
えられてよかった。

ご意見

1 訪問の頻度は適切と思いますか。 6 1

クラス訪問は今後も、授業内容
含め日時の設定をお願いしま
す。

2
訪問支援員は、子どもにあった支援を
先生と相談していますか。

7

4
訪問支援事業が、子どもの園や学校生
活に役立っていると思いますか。

7

3
訪問支援事業所と情報共有し、取り組
んでいますか。

7

中学校の様子をお聞きし、今の
姿の理解につながりました。

6

5
モニタリングなどで、課題や今後の方
向性につて話し合われていますか。

7

・本人の特性を考慮した支援ありがとうございます。
・性的な問題行動に対するアドバイスありがとうございました。
・親子関係を踏まえたアドバイスが参考になりました。
・訪問の報告で登校しぶり対応がに役立ちました。
・メールなどで速やかな連絡・対応ありがとうございます。
・進路指導の先生とも連携していただきありがとうございます。
・学校長との面談もしていただきありがとうございます。
・卒業に向け福祉課とも連携していただきありがとうございました。

担任・特コ・進路指導・管理職の先生方を交えたモニタリング会
議を通し、社会参加に向けた支援を行いたい。

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

相談しやすいですか。 7



ご意見を踏まえた対応

様々な立場の方々と情報
共有させていただき、今後の方
向性を考える事ができ、良かった
です。

・適切でした。
・月一度様子を見ていただくことで、継続して
できている事などがあるため、あらためてふり
かえられるのがありがたいです。
・毎月、子どもの様子の変化や大きな行事が
あるので月一回の頻度は良い。

事業所名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見

1 訪問の頻度は適切と思いますか。 28 1

利用児童数　38  　2026年 3月 17日　　回収数　　29

公表

・共有させていただきました。
・はい。そのつもりでやっています。
・細かいところまで話を聞いていただき、時間
いっぱい相談させてもらっている。
・よく情報共有ができました。

2
訪問支援員は、子どもにあった支援を先生と相
談していますか。

29

・アドバイスや相談させていただき、とても心
強かったです。
・お家で取り組んでいる事を学校でもできな
いかと使っている教材を知らせていただき助
かりました。
・よくみていただき、その場で様子の情報交
換できてい良い。
・いつもアドバイスをいただいています。
・子どもたちの様子を見て実際の場面での支
援の仕方を教えてくださりありがたい。
・子どもの事を専門的な目で見てその子に必
要な支援についてアドバイスをいただきまし
た。
・たくさん相談させていただき助言をいただき
ました。

3
訪問支援事業所と情報共有し、取り組んでいま
すか。

28 1

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

・普段見えていない部分の指導の方法をお聞き出来たり、毎日だとなかなか気づけ
ない成長や続けられている事を教えていただいたり、訪問していただき本当にあり
がたかったです。
・初めて自情障学級を担任し、不安な事も多くあったのですが、子どもたちの昨年ま
での様子も良く教えていただき、今の状況にあった寄り添い方を具体的にアドバイ
スいただけることが本当にありがたいです。子どもたちにも温かい声をかけてくださ
り、頑張っている姿を見せたいと張り切る様子があります。今後もよろしくお願いしま
す。
・今回訪問支援を受け、一人の子どもの成長を一緒に考え悩み見守っていただく
事ができ、とても心強かったし、ありがたかったです。年に1度のモニタリング会議
は、保護者と一緒に成長を一つ一つ確認できるとても温かい時間でした。子ども、
保護者を信じて支援の方向を見出し、皆で共有していけた事は、子どもの周りの関
わる人達が皆、同じ方向を向いて支援できた事に繋がってきたと思います。感謝の
気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。
・担任一人で抱え込んで悩んでしまうようなことを、声をかけていただき、一緒に悩
んで考えてくださったこと本当にありがとうございました。
・相談させていただく事がたくさんあり、ありがたかったです。丁寧に対応してくださ
りありがとうございました。
・専門家の立場から言いにくい事を言ってくださっている事、大変ありがたいです。
・本児が小さいころから良く知っている訪問支援員からお話を聞いたり相談したりで
きて、ありがたかったです。モニタリング会議で家庭や放ディの様子をしれてとても
いい機会でした。
・いつもありがとうございます、方向性について相談させていただき、とても参考にな
りました。
・いつも丁寧に見てくださりありがたいです。
・毎回相談に乗っていただいたり、話を丁寧に聞いていただいたりしてありがたかっ
たです。支援についても教えていただきありがとうございました。
・丁寧に対応していただいてありがとうございました。
・児童本人のみならず、家庭の事も相談させてもらえるので学校としてはとても心強
いです。
・子どもの細かい様子をよく見ていただき、とてもありがたいです。
・いつも丁寧に見ていただき、またアドバイスをしていただきありがとうございます。

引き続き、学校の先生方と相談、情報交換しながら、丁寧な関わりを実践してい
きたいと思います。

6 相談しやすいですか。 29

訪問先施設からの事業所評価の集計結果

　保育所等訪問支援事業所　　信濃医療福祉センター

小学校 公表日　　2026年 3月 31日

・たくさんの質問に丁寧にご回答いただけ
てとても相談しやすかったです。
・児童自身も訪問支援員とお話するのが楽し
いようで、成長や頑張りの一つになっている
と感じます。
・とても相談しやすいです。
・支援の良い点、課題点を具体的に教えて
いただいて大変勉強になる。
・訪問支援員の方は良く話を聞いてくださり、
困り感についても一緒考えてくれ、相談しや
すかったです。
・困ったことや来るまでの期間にあったことを
相談できました。

・みんなで情報共有させていただけて、方針
を決めやすかったです。
・はい。
・保護者の方から家の様子、放ディの様子も
聞く事ができて良い。
・細やかに課題を見極めて方向性について
話合う事が出来ました。

4
訪問支援事業が、子どもの園や学校生活に役
立っていると思いますか。

29

・私自身が知らない成長について気づくこと
ができて、ありがたいです。
・専門的な立場、学校以外の立場で見てい
ただき、報告していただくので安心です
・専門的、客観的な目でアドバイスがいただ
けるのが良い。
・成長を確認しながら、見守り、生活について
の支援を一つ一つ行うことができました。
・そばで様子を見ていただき、どうしたらよりよ
くなるか、一緒に考えていただきました。

5
モニタリングなどで、課題や今後の方向性につ
て話し合われていますか。

29



公表日　2026年 3月 31日

ご意見を踏まえた対応

訪問についてご配慮いただきあり
がとうございます。

訪問日以外にも、メールで近
況を教えて頂き対応の参考に
役立ちました。

紙面を通し、保護者・行政
先生方と情報を共有でき
良かったです。

適切です。

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見

1 訪問の頻度は適切と思いますか。 14

利用児童数20名　　2026年 3月27日　回収数14

公表

・学校では気づかない姿を教えていただきありがたいです。
・定期的に観察していただけるので、情報共有できありがたいです。
・的確なアドバイスをいただきありがとうございました。
・進路に向けて、高校の情報を教えていただきありがとうございます。
・高校での本人の様子が心配ですが、引き続き高校でも訪問を予定して
いただきありがたいです。
・丁寧なアドバイスをいただきありがとうございます。対象生徒の進路を見
据え、今後もご支援お願いいたします。
・丁寧に生徒を見ていただき、様々な視点からご助言いただき感謝で
す。
・親身になって話を聞いていただけてうれしかったです。また、適切なアド
バイスをいただく事ができ、私も勉強になりました。
・いつもありがたいです。いろいろ相談に乗っていただき助かります。今
後もよろしくお願いします。
・訪問支援を通じお子さんの様子を共有できています。ありがとうございま
す。

引き続き家庭生活・学校生活の両面から児を捉え、保護者・先生
方と相談しながら訪問支援を行いたいと思います。
高校入学後の訪問を、本人、保護者。先生方のご意見により対応
していきたいと思います。

その他のご意見

6 相談しやすいですか。 14

ご意見を踏まえた対応

とても良い資料を準備していただ
き、参考になりました。

4
訪問支援事業が、子どもの園や学校生活
に役立っていると思いますか。

14

とても役に立っています。

5
モニタリングなどで、課題や今後の方向
性につて話し合われていますか。

14

       訪問先施設からの事業所評価の集計結果

事業所名 保育所等訪問事業所　　信濃医療福祉センター

中学校

困っているとき、電話などで相談対応
していただきありがたかった。

・取り組んでいます。

2
訪問支援員は、子どもにあった支援を先
生と相談していますか。

14

相談させていただいています。

3
訪問支援事業所と情報共有し、取り組ん
でいますか。

13 1



保育所等訪問支援事業所　　信濃医療福祉センター

ご意見を踏まえた対応

・訪問時間を少しずつかえ
ていただき、それぞれの時
間の様子を見てもらい良
かったと思う。

事業所名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見

1 訪問の頻度は適切と思いますか。 3 1

利用児童数　3    2026年 3月 18日　　回収数 4

公表

2
訪問支援員は、子どもにあった支援を先生と
相談していますか。

4

4
訪問支援事業が、子どもの園や学校生活に役
立っていると思いますか。

4

・相談したい事があったらす
ぐに聞けて良かったです。
・具体的なアドバイスなど頂
くことができ、ありがたかった
です。

5
モニタリングなどで、課題や今後の方向性に
つて話し合われていますか。

4

これからもお子さんが成長できるように一緒に考えてい
きたいと思います。

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

・写真でいろいろな場面を見せていただき、こちらでも気ずかない部分など
教えていただく事ができ、とてもよい機会となりました。　　　　　　　　　　・お世
話になりました。保育園の環境作りを一緒に考えていただき、本当に心強
かったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・食事介助につい
て対象児の食べる力を引き出せるよう介助方法をご指導頂けとてもありがた
かったです。

訪問先施設からの事業所評価の集計結果

幼稚園・保育園 公表日　2026年 3月 31日

6 相談しやすいですか。 4

・訪問支援員の方から積極
的に話かけてもらい相談し
やすい、話しやすいと感じ
た。

3
訪問支援事業所と情報共有し、取り組んでい
ますか。

4



33

例年、施設内研修会として事故・緊急時対応等の研修を受け、感染
症対応についてはその時々回覧にて予防的対応を心掛けている。

30 訪問先の安全管理に即した支援が行われているか。 2

32
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、
適切な対応をしているか。

2 毎年、施設内職員研修を実施しその研修を受けている。

身体拘束について、組織的に決定し、こどもや保護者
に事前に説明し了解を得ているか。

2 毎年、施設内職員研修を実施しその研修を受けている。

校外学習や刃物を使う美術・技術の授業は活動に支障がないように
訪問を行っている。

31
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方
策について検討をしているか。 2 当施設内でのヒヤリハットを防止に役立てている。

2 メールを活用し適時対応している。面談が必要な場合は事業所にて
助言を行っている。

22
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説
明を行い、保護者から保育所等訪問支援計画の同意
を得ているか。

2 モニタリングで話はしてきているが、半年に1回以上の用紙の作成は、
足りなかった。今後発行するようにする。

23
適時、子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面
談や必要な助言と支援を行っているか。

訪
問
先
施
設
へ
の
説

明
等

26
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる
体制を整え、必要な助言や支援を行っているか。

2 訪問の都度、対応してきている。こどもと家庭の問題内容によっては、
こども課、福祉課、児相との連携で支援を行っている。

27
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先職員と話し合
いを行っているか。

2

非
常
時
等
の
対
応

29
事故防止・緊急時対応・防犯・感染症対応マニュアル
等を策定しているか。

2

訪問内容等は親の了解がなければ、一切外部に出していない。

25
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮をしているか。

2 必要に応じて面談をしている。日常的には、親子間メールや手紙で意
思疎通を図っている。

訪問先の都合に合わせ、極力短時間ながらも話し合いの時間を設け
ている。

28 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 2 ファイルなど氏名が出ないように保管している。

保
護
者
等
へ
の
説
明
等

19
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ
ているか。

2

24 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 2

18
こどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況
や課題について共通理解を持っているか。

2 メールを活用し、タイムリーな連携がとれるように努めている。

初回に訪問する機関については、リーフレットを利用し相談支援専門
員と同行して説明している。

21

保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保
護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の
観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会
を設けているか 。

2 モニタリング会議にて、本人、保護者、関係者の意向を聞き取りモニタ
リング報告で経過を振り返り、計画に生かしている。

2

今後もわかりやすい説明を心掛けたい。

20
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等
について適切に説明を行っているか。

16
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等
から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させてい
るか。

2 医療的なことは主治医、教育的なことは特Ｃｏ、福祉的なことは子ども
課、福祉課より助言を得ている。

17
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て
会議等へ参加しているか。

2 現在、定期的な会議は日常業務の多忙さから、難しい状況にあるが連
携の必要性も感じ今後の課題としたい。

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリン
グを行い、保育所等訪問支援計画の見直しの必要性
を判断し、適切な見直しを行っているか。

2 訪問並びにモニタリングは、子どもの状態や親の意向をふまえ実施し
ている。

15
就園・就学時の移行の際には、保育所等や学校との間
で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている
か。

2 就園・就学については、各市町村の就学支援委員会が中心に行うた
め、相互理解に関しては補助的な役割を担っている。必要な情報は、
移行先へ会議を通し、情報共有している。

2 心理学的な諸検査は、保護者、医療、関係者の同意のもとに活用して
いる。

9
保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイ
ドラインの「保育所等訪問支援の提供すべき具体的内
容」も踏まえながら、支援内容が設定されているか。

2 ガイドラインに沿った支援を心掛けている。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

13
相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関と
の会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画し
ているか。

2

10
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支
援手法を尊重して支援を行っているか。

2

担当者会議以外にも、適時メールや電話にて情報共有に勤めてい
る。

14
地域の保健、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連
携して支援を行う体制を整えているか。

2 診断前支援として、福祉、教育、療育を行い、必要に応じ医療につな
げられるように努力している。

12

こどもが所属する学校等集団の様子、関係者。保護者からの家庭生
活の様子から、その子にあった環境調整・関りを検討し、モニタリング
にて振り返りを行っている。

7
保育所等訪問支援計画を作成する際、訪問先施設の
担当者等と連携し、訪問先施設や担任等の意向を配
慮しているか。

2 定期的に行われる、担任、特Ｃｏ、管理者含めたモニタリング会議にて
子どもに関わる職員の意向を計画に反映している。

適
切
な
支
援
の
提
供

5
こどもに対してアセスメントを行い、こどもと保護者の
ニーズをもとに、支援計画を作成しているか。

2 こどもに関してのアセスメントは、保護者の同意のもと他機関での心理
学的諸検査を参考に支援計画・モニタリングを行う。

6
保育所等訪問支援計画を作成する際、児発管とこども
の支援に関わる職員が共に、こどもの最善の利益を考
慮した検討が行われているか 。

2

訪問先の機関及び子どもに、ストレスを与えないように活動内容、時間
については配慮している。

11
毎回の支援に関して記録をとり支援の検証・改善につ
なげているか。

2 筆記及び了解を得ながら、写真も利用し検証に役立てている。

8
こどもの適応行動の状況を、標準化されたアセスメント
や、行動観察など含むアセスメントを使用し確認してい
るか。

保護者の意向により、福祉関係、進学関係、就労関係の情報及び機
関を紹介している。

4
職員の資質の向上を図るために、研修や法人内等で
研修に参加する機会が確保されているか。

2 職員が所属する特Ｃｏ連絡会、自立支援協議会等の研修会に参加
し、資質向上を図っている。

業
務
改
善

2
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と
振り返り)に、職員が参画しているか。

2 基本的に、モニタリング報告内容でＰＤＣＡを関係者含め行っている。

3
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握
する機会を設け、その内容を業務改善につなげている
か。

2

環
境
・

体
制

整
備

1 訪問支援に使用する教具教材は適切であるか。 2 ＬＤ等の利用できるアプリ、教材など提示しているが、時間的に効果判
定までには至らないケースがある。

信濃医療福祉センター　保育所等訪問支援事業評価表

職員向け

て記入してください。
チェック項目 はい いいえ 工夫していると思う点・改善が必要だと思われる点など




